












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































	   !"
#$%$&'()#
プログラミングプロ
グラミング*タイプライティング+*タイプライティング,
 -./0123	45	+6	+7"$8
9:$ $8;<$=>$	$8?
ここでは	+6が	+6?と	+7?に@かれ=>$
はそのままABしているC
D 
				
*: # &'EFG"EFG"タイプ
ライティングマーケティング-	デザイン=>+6HI$8?
ここでは	+6がJたに=>+6?とKLがMNされ=>$は
HI$8?に%IされているCこのHI$8?はOPのQつのRS
T"$89:$ $8;<$=>$	$8Uを%I
したRSであるCではRS&がOPのV２WへXYしたためそ
のとしてZ[RSの%Iは\]であるが６RSを１RSに^Vするこ
とはH_`abとなりcましくないであろうCdefgをhiすることが
jkであるC
l mno
pq	rs		
*:G"# EFG"プログラミィングEF!"
EFマーケティング	デザイン+6$HI$8tuvw?
ここではHI$8はそのままABし=>+6が+6$?に%Ix
MNされているCこれでは
の+6とのyzが{|でありabを`}に
~するRSKLでないためcましくないであろうC
T U
 
ビジネス	
ビジネス
と





デザイン
 
!"#$
プログラミング
ビジネス
!"
マーケティング
%と&'
()
*+,
-./01
ここでは
()と
*+,は23'りであり
23の

4
の３56を7+しビジネス1という89になっている:
;<にビジネス1という89からは
=>?@Aをはじめ
BCDE

マーケティング
FGHのグローバル4IのJKがLMされるが

ここでは23の56をNきOいでいるというPQから
RとしてJをST
にするや4という56をビジネス1という89で7+する
ことはかなりU$があるようにVじられる:
W XYZ１[\]
^_を`aSbするcはdの'りefgは567h+による89ijk:
e k
1117	 
１20	
ビジネス	
ビジネス
と




デザイン
 
!"#$
プログラミング
ビジネス!"
マーケティング
%と&'
()
*+,
-./0
ビジネス	
ビジネスl
と

mn

ml
opqN
!"#$
プログラミング
ビジネス!"
マーケティング
rsとtuvw
ビジネスxコミュニケーション
*+,
-./0
%yz e^{k
ビジネスn e^{k
|$ e^{k
ビジネス!"|$e^{k
は	
についてはとにので
りわれることになっているまた	
についてはの
からしいであるビジネスコミュニケーションとさ
れるこれら につき!"#$%&における'()*+,-.
における'( /という01から2じていきたい

２における	の

'3１456によると78#&における9'(に	する:;の
<=>?として@のABがCげられている

Dも+,EFのGなHIのJKにLMし9NとしてOPとされる
QをRにつけたNS(TとともにUVやWEFのXYにZ[するため\
き]き^Pな_`をaすことがbめられているこのためc' に

ついてはそのdeや

'(<=fにおける9に	するghを

iまえたjで
kの78l(Tという01から78-.の<m<=nopqrqs
をtuし9NとしてのgvwpやxA0をyTする'(が^Pである
というまた'z{nな@の|つ:;ABがある

} kの78l(TにOPな78~の<m<=を^しそのo
 
 ９41において#$%&%tP はまだされてい
ないため'3１456および%#$%&%tP 
T		4'に<づき!"2ずる
'3１456				に<づきがPした
 nには ¡¢Wl£¤¥H¦§¨で©Tされているc
'の はª«%&'(f¬­g«®¯でhめられる°		±²１また	


から³´されたµ¶78%と·ぶ¸３の%として%がG¹ºしており
	

»の７&から»には&まで¼¹しているまた½¾¿#&についても	

にh¿¶À¿のÁ®ÂÃとしてÄ	

からÅ¿にÆÇされ	

の	
&か
らには
	&にまでなっているÈ¢ÉÊË¯Ì'(データブック¸		
Í¶ÀE
 ここでは+,のグローバルKや)*ÎÏのÐKg¿ÑÒ$にÓうW©ÔのJKq
rÕ)*KH¦K$にÓうWEFの#»KÖÂÃの×KなどにみられるÖ©
ÔのJK$によりØ78#&のÙÚにbめるÛÜsQはJKしてきている'3
１456		±²２ことをAÝpした'(をいう
 '(<=f¸２Þ'(の /9との	
を^するÍß%&'(f¸	Þ#$%
&の /àかなNá~78nopqrâびqsのtuã$がある'3１456
		±²３
'3１456				
のをると	に
をじてを
 との をじた!
"#$%を&'し

コミュニケーションをし
への()
*を+めさせる
, $-./かな0$という12から
3456ものを78にする
9
:;*
<=1>をする
これら0!の=?を@まえ
A!においてはBCにDのことが
Eげられている

F GHのサービスIグローバルI
の

JKなLM
NOP
のQRにSTし
ビジネスU&VをWCX=CにYう
Z
[\]
^_\]ある`a./かな$%をbcす
 3dのLecfのghIにSTする12から


iRの0をjし
びkけるをするというlmをnoにする
これらApの=?から
BCな!ppbがfきqされているのが
rE
の	pbであるそれではDに
BCにstupbについてみていきたい
３ビジネスコミュニケーションおよびの	



v!w１xyzでは
{

|}の~と~Aの２pb
 
 




 uのGパソコン
Gパソコン'		G
	|~の3
 するびこれにな%の >をYうu¡¢w£yz

¤¥|

xは¦}においてv9C§¨を©たすインフラであ
る
というª«¦¬­®４¯°±
		|
 0pの²³Leについて
7>へのL´は
{８|}の
		µから{
|}

µ
¶0´はそれぞれ	µからµとなっている~v!w１xyz

·¸１
また	|}の7L´は¹p
µ
Ap	µ
¶0´は¹pµ
Ap	
µとされる°#pº~{	|}»O¼½¾Kの~¦>»のp¿Le¿²³
À !""###$% "&Á'"("
"	
"$による7ÂÃ
ÄÅをÆえ7!との
uÇ
§¨ÈÉをnoにするためにも
¦>»におけるA
!の=?ÊがよりËÌÍになるとÎわれる

~stのcfÏについて
°#ºÐ>v>!Ñ0!ÒÓvÔÕÖ×Ø
ÙÚ¦>»A!))		gÛqÜ


|がÝしく
これをベースに
ÞÅCにßMさせることがàましい
をオフィスにおけるまたはとのコミュニケーションにする
と	に
をいたビジネスコミュニケーションへすると
いう

ののをに !の"#$を%&すると
'()*+,-.の/01から2345の,6789:の;
<までとかなり=>いさらに?@/0やABCDEまでFめると7G#
$とH-#$とのIJがKLになりこれに7G	をし
て１#$とするというMNはOしPいQR7G	はS-ビジネ
スTUの#$でありそのはVWXW7GYZの[\]^7
Gデザインの_つから`されている

そのおよびabcdの#$
efのghから7Gのij#$とkづけられている

そ
れら#$のはlmnにトレードオフのoにあるpqrsとmn
tuが4vrsがwxするにつれyz{nにmn|}は~できず<
として#$でなくなるにある
その"#$としてビジネスgではgとしてミクロ
マクロgpのnをqさせサービスgにおいてn4
iuのを$にするという

またこの#$をしたに
ビジネスgをすべきであるという

このビジネスg
はのビジネスをサービスgにする	
に
をくというからe するという

４および
ビジネスコミュニケーションという#$はA¡¢£での7¤
¥の¦xおよびコンピュータ§の¨©なHªという«に¬ったものであ
­ ®
¯°１±²³´ 
 Yµ#p¶·¸¹º	´ 
 {えば7G»¼½.¾VW©¿7Àの
¯°１±²³´ 
 ÁZ
´ 
 ÁZº
´ 
ろうしかしそのをにすると	
のにおいて
どのがあるのかがあるとしてのり	を
 したい
! "ビジネス#コミュニケーション$の%&および'(#)を*
+にする
,)-.りビジネスに%し	/0や12	34や56に7するもの
は89するまた:;,)は	"<=>?$を@Aしたものであり	さらに
そのBCをDると"EF<=	G<=$という=HIJをKLしている
ため	ビジネスでMNされる<=に%し	そのOPQRとSTの%Uを)
Vとすべきである
W ビジネスにおけるコミュニケーションXはYZに3[であり	\
み[き]^を_`に	aNとしてbcをdeするfgにする
"コミュニケーション$からbcがhiされやすいが	ビジネスにおける
それは	jklmやnをopしコストはほぼqのrsであるインターネッ
トによるtuvとwxメールにある	とyzは{えている|}であれば	
r~のg#にnをめたコスト	wcではnを{して
bcをするコストがであったが	ネットbの>により	nいつ
でもtuvが]であり	wxメールはのAにAわせて#g
し	できるまたにり	#k#もF	nにr
へし	コストがほぼqである3[だけでなく ¡#¢¡を£¤する
ことも]であるまた¥¦トラブルのにはにOづき§がFであ
り	¨%の§©]^がある

こうしたMªから	>のビジネスのコミュニ
ケーションは#わず«¬にwxメールがMNされているビジ
ネスのグローバル4n­においては®にみると	むしろ"bc$は"\
み[き$よりもコストがかかり	コミュニケーションギャップや¯°による
± ²
 アメリカ@¨G³´では	µドル¶の·¸は[Jでなされなければ³¹でºされ
ない±»¼	½²
リスクもくなるというをすべきであろう
	
おけるのす	として
があげられこれは	とともにビジネスに な!
"#に$する%&'な(を)に*けビジネスで+,し-.する
ための%&'なであるとされる

これは/なる01の2に34
する(567だけでなくビジネスの89.を0して:を;<にするコミュ
ニケーション=>?の@25AB5CD5EFなどを;<にするG
HやI-.を)につけることがJKされているという

こうしたLMをするためにはビジネスのにおいてはNOもグ
ローバル2にPQしてRSするためT ではあるがビジネスのからす
るとNOUVにメールでWXにYZ[される\@のビジネス@]を^_
に`みa\bのcdにもefされないようghかつi_な\で]く
という@]jkのlがmかにT であるまたグローバル2ではビジネ
スのdnとして\のopがq;しておりa\bのビジネスパーソンr
sが\でコミュニケーションし\のtu]をjkすることも0vのこ
とでありNOよりefされない\を`み]きするlがよりT である
Qえばwの\@をxyにz{|に}~しながらyえてみたい
Q@１	

	 

	が１ドルをえる}
@をしていただきましたら５のをいたします
これは%&レベルの\であるがz{| を^_にLfし
ていないとをZけることはできない１ドルでをZけることは
できず１ドルUVを~するのであれば
としなければならないそのビジネス\は
の%&\のみ
でほとんどkされているがビジネス@における@"や"を^_にL
 
"=のビジネス 
	N ¡ ¢£"
しできないとをかくどころではなくトラブルのをき	こ
しさらには
なをされるになりかない

がまったくなるとので の!となるのは"で
あり#の$%な&と'が(じない)*かつ+%な",-がも.
/でありその01においてはビジネス#2の&み"き34を56として
その7189:を;-する<が=まれる
> #の&,-の?@ABとしてC*DのEF71がGHIであ
る
JしKL8K2それMNはOPでありそれをQしRすSのTUVWが
XYにZわり[されないと\TUである

]えば^の#では
]２_	
	
	
`aはbaにcd efいのghYiをjりkしました
]３_	


 



`aはDlmにbaをnoとするDpG3qrsをtuす
るようvwいたしました
xyの#におけるzghYi{zqrs{zno{のTUVWを7らな
ければ[G3でありC*Dにおける|ghYi}~のみを7らな
ければ[できないそうしたEF71をしたyでrとしてビジネ
スJをDりれるとはさらにくなるであろう
 
 Nかつされるものとして+zと#2{８
 !の は¡¢£の¤¥からの¦を§いており¨
U©い
 K2["
によると24をªばすためにもな«はTUを
[しながら¬2をインプットすることでありTUを[しながら­くことと&むこと
	

のY®によってのみできると¯°している#$"
%
	
&'(%&)
おわりに
のな	
のによりのサー
ビスのがしに !"#の$%それら !&の'(と
いうビジネスの)*$%が+,となる-.が/0した1グローバル2
3が)*に4する56がうまく7なりあうことによりビジネスの89
である:;れた<=サービスは>?を@Aに23されるBというCDEが
FGHIJKLMNOをPQしグローバルにRSしている1そ
ういうTUでビジネスにはVWEがXYする1
そうしたグローバルNをZ[に8\では]^_`5a<bcのdeに
ついてのfgをhみた1iIj１klmはそうしたグローバルNのn$をo
pかつqにrえているとpじられる1しかしそのIstuのvなwx
Eまたydeのz{についてはまだ|}~なようにpじられる1から
の[としてにべていきたい1
１に7というn$から]^Oを2りれることはまし
いが]Isではがあるためむしろだけではえられにくい
をKNしてqにqすることをてることを7すべきで
あろう1Nのしい0のようなにこそVWを ¡とし
て¢£iに]^する]Isの¤¥が¦§されているように¨
われる1©はªという«¬­なについても®¯Eとい
うを°めるE9を89に±しているとfえるからである1
２にコミュニケーションの²³として´µ7のn$に¶·する1¸
にビジネスにおけるコミュニケーションのS¹は:ºみ»きBであり¸に
 !¼½やM»のº²¾¿c£などによるÀÁメールがiÂである1´
µはÃÄが0Y4ÅÆでÇÅしなければならずÈやÉ²OのÊ
SなコストがかかりCDでない1ビジネスでは©ÈやËÌを
PQした-.においては:M»BがÍ8でありÎÏとして:´µBがÐ
Ñ Ò
となるのみきのを	した
でビジネスをす
るとがまるであろう

においてはみきを
にするのに しているという!"が#である
$３に%の&'という!"が#である(１)*+の
,-./0ビジネス1234ではミクロマクロ12の56をぶとい
う7たして%でぶ8があるのか9:であるまた;に0<=と
>?4が@ABCにより0DEとFGHI4になるという<JのKLは>
?でありモノヒトカネM"のNOな>?にある%でPQR
なの
にSTのはUVWXのきらいがあるSTは>YにZ[さ
れるため\]がB^するとZ[を_けやすいが`はabcがある
ためBdにefにgSできるであろう%の&'は`h
にあるように`./の	をijする&'のklが#であ
るあくまでmnでのopqrlというstからのuvにiするべきで
ありwxyにzxへの{Iくびたい|}は~へIすることが
 であるとえるからである
%における<Jのはyの%d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